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資料３ 

○水面埋立地の指定について 

 

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令(昭和 46 年政令第 300

号。以下「令」という。)第５条第２項又は第７条第１４号ハの規定に基づ

く指定(以下「指定」という。)については、左記の事項に留意のうえ、そ

の執行につき格段の御協力をお願いする。 

 なお、先般、昭和５４年８月９日付け環境庁・厚生省告示第１号から第

３号により、３区域につき別添のとおり告示されたので、併せて通知す

る。 

                    記 

1 総則的事項 

 (1) 指定は、公有水面埋立法(大正１０年法律第５７号)第２条第１項の

免許又は同法第４２条第１項の承認(以下「免許」という。)を受けて埋立

てをする場合(以下「水面埋立地」という。)のうち、主として一般廃棄物

又は令第７条第１４号ハに掲げる産業廃棄物(以下「管理型産業廃棄

物」という。)の埋立処分の用に供される場合にあつては、生活環境保

全上特段の配慮が必要とされるため、当該場所を廃棄物の処理及び

清掃に関する法律(昭和４５年法律第１３７号。以下「法」という。)に規定

する一般廃棄物処理施設又は産業廃棄物処理施設として法に基づく

所要の規制を行い、もつて生活環境の保全を図ろうとするものである

こと。 

 (2) 指定は、主として一般廃棄物又は管理型産業廃棄物の埋立処

分の用に供される場所と認めることのできる水面埋立地の全部又は一

部の区域(区画)について行うものであること。 

 (3) 指定は、今後設置される水面埋立地のほか、現に設置されてい

る水面埋立地についても行うものであること。 

2 指定の基準 

 (1) 水面埋立地のうち次のいずれかに該当するものを指定対象とす

ること。 

  ① 水面埋立地に埋め立られる物の種類(一般廃棄物、管理型産

業廃棄物及びその他の３種類)のうち、一般廃棄物又は管理型産業廃

棄物の計画埋立処分容量が全体の三分の一以上であるもの 

  ② 一般廃棄物と管理型産業廃棄物の計画埋立処分容量の合計

が全体の二分の一以上であるもの 

 (2) (1)において一般廃棄物又は管理型産業廃棄物の層状埋立に用

いられる土砂については、その量を当該廃棄物の量に含めること。 

3 指定の手続 

 (1) 指定は次の手続により行うものであること。 

  ① 都道府県知事又は保健所を設置する市(以下「政令市」という。)

の長は、管轄区域内において、水面埋立地のうち一般廃棄物又は管

理型産業廃棄物の埋立処分の用に供されるものに係る計画がある場 

昭和54年10月15日 環水企第211・環整第119 

環境庁水質保全局企画課長・厚生省環境衛生局水道環境部環境整備 

課長から各都道府県・各政令市廃棄物行政担当部(局)長あて 

 

合又は既に一般廃棄物又は管理型産業廃棄物の埋立処分の用に供

されている水面埋立地がある場合には、別紙様式に所要事項を記入

の上、速やかに環境庁及び厚生省に報告すること。 

  ② 環境庁及び厚生省は、当該報告を審査の上、指定を行うこと。 

 (2) 指定は、当該報告に係る水面埋立地が、2 に示した基準に該当

するものであることを判断し、行うものであること。 

4 指定の効果 

 (1) 指定が行われた場合には、法第８条第１項又は法第１５条第１項

の規定に基づき、着工前に一般廃棄物又は管理型産業廃棄物の最

終処分場に係る設置の届出を行わなければならないものであること。 

   なお、すでに着工し、又は使用中の水面埋立地については、こ

れに準じて所要の事項の報告を行わせること。 

 (2) 指定に係る一般廃棄物又は管理型産業廃棄物の最終処分場に

ついては、法第８条第２項又は第１５条第２項に規定する技術上の基

準に適合していなければならず、また、法第８条第４項又は第１５条第

３項に規定する維持管理の技術上の基準に適合する維持管理を行わ

なければならないものであること。 

 (3) 指定に係る一般廃棄物又は管理型産業廃棄物の最終処分場の

うち埋立地の面積が２０００m2 以上のものについては、法第２１条の規

定に基づき技術管理者を置き、維持管理に関する技術上の業務を担

当させなければならないものであること。 

 (4) 指定に係る一般廃棄物又は管理型産業廃棄物の最終処分場に

ついて、その使用を開始したとき又は技術管理者を変更したときは、

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則(昭和４６年厚生省令第

３５号)第１４条第１項又は第２項の規定に基づき所要の事項の報告を

行わなければならないものであること。 

 (5) 指定に係る一般廃棄物又は管理型産業廃棄物の最終処分場の

構造又は維持管理に関し、都道府県知事又は政令市の長は、法第１８

条又は第１９条の規定に基づき、法の施行に必要な限度において、当

該最終処分場の設置者に対し、必要な報告を求め、又は立入検査を

行うことができるものであること。 

 (6) なお、都道府県知事又は政令市の長は、指定に係る一般廃棄

物又は管理型産業廃棄物の最終処分場について、法第８条第２項若

しくは第５項又は第１５条第１項若しくは第４項の規定に基づき計画変

更命令、改善命令等を行うことができるものであること。なお、この場合

には当該場所に係る公有水面埋立法第２条第１項の免許権者にあら

かじめ協議すること。  

 

別添  略 



資料４　埋立地埋立物の調査結果

　　　種類別搬入重量内訳表(単位：トン)

Ａ)エコパークあぼし（四工区のみ）　【日報からの推計値】

焼却灰 不燃物 無機汚泥 燃え殻 下水道汚泥
ガラスくず
陶磁器くず

建設廃材

合計 234,796 25,968 20,255 17,255 109,212 6,824 209,464 1,397,313 192,069 235,152 2,448,309

Ｂ)埋立地全体　【網干地区埋立地の歴史から引用】

焼却灰 不燃物 無機汚泥 燃え殻 下水道汚泥
ガラスくず
陶磁器くず

建設廃材

29.0%

38,135

15.7%

12,159 2,403,611 1,037,222 1,919,68825,657

36.3%

385,863

比率 6.0%

5.8%6.0%比率 5.4% 0.6% 0.5% 0.4% 0.2%

総合計 358,337

年月
一般廃棄物

1.1%

比率 10.7%

比率

年月

9.6%

6,612,552

管理型産業廃棄物 安定型産業廃棄物

建設残土

4.5%

32,821

用材
(購入)

0.8%

管理型産業廃棄物 安定型産業廃棄物
用材
(購入)

合計

0.7% 0.3% 8.5%

合計浚渫土砂

6.0%

399,059

一般廃棄物
建設残土

6.9%

57.1% 7.8% 9.6%

浚渫土砂





































































資料６　土壌-平成15年の調査結果

土壌分析（溶出量） 15.3 土質関連調査業務報告書

測定地点

上部 下部 上部 下部 上部 下部

単位

四塩化炭素 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.002以下

1,2-ジクロロエタン ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 0.004以下

1,1-ジクロロエチレン ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

シス-1,2-ジクロロエチレン ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 0.04以下

1,3-ジクロロプロペン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.002以下

ジクロロメタン ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

テトラクロロエチレン ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 0.01以下

1,1,1-トリクロロエタン ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 1以下

1,1,2-トリクロロエタン ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 0.006以下

トリクロロエチレン ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.03以下

ベンゼン ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

カドミウム及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 0.002 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

六価クロム化合物 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 0.05以下

シアン化合物 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 検出されないこと

水銀及びその化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 0.0005以下

アルキル水銀化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 検出されないこと

セレン及びその化合物 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.01以下

鉛及びその化合物 ‹0.005 ‹0.005 0.016 0.012 ‹0.005 ‹0.005 0.01以下

砒素及びその化合物 0.011 0.010 ‹0.005 0.037 0.009 0.009 0.01以下

ふっ素及びその化合物 0.7 0.5 1.4 0.7 0.6 0.09 0.8以下

ほう素及びその化合物 0.40 0.11 0.35 0.11 0.16 0.24 1以下

シマジン ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 0.003以下

チウラム ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 0.006以下

チオベンカルブ ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

ポリ塩化ビフェニル ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 検出されないこと

有機りん化合物 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 検出されないこと

土壌分析（含有量） 15.3 土質関連調査業務報告書

単位

カドミウム及びその化合物 5.7 0.91 12 1.3 ‹1 1.2 150以下

六価クロム化合物 ‹1 ‹1 ‹1 ‹1 ‹1 ‹1 250以下

シアン化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 50以下

水銀及びその化合物 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 15以下

セレン及びその化合物 ‹0.5 ‹0.5 ‹0.5 ‹0.5 ‹0.5 ‹0.5 150以下

鉛及びその化合物 510 61 740 49 85 150 150以下

砒素及びその化合物 3.5 2.6 2.9 2.0 1.6 1.6 150以下

ふっ素及びその化合物 60 30 60 50 20 30 4000以下

ほう素及びその化合物 22 11 41 4.0 3.5 9.9 4000以下

土壌分析（ダイオキシン類） 15.3 土質関連調査業務報告書

単位

ダイオキシン類 730 18 380 35 110 63 1000以下

pg-TEQ/g-dry

No１ No２ No３

mg/l

土染法基準

mg/kg





資料８　土壌追加調査結果

土壌分析（溶出量） 22.8採取、23.2.3検査結果

測定地点 No5 No6 No7 No12 No16 土染法基準

単位

四塩化炭素 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.002以下

1,2-ジクロロエタン ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 0.004以下

1,1-ジクロロエチレン ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

シス-1,2-ジクロロエチレン ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 0.04以下

1,3-ジクロロプロペン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.002以下

ジクロロメタン ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

テトラクロロエチレン ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

1,1,1-トリクロロエタン ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 1以下

1,1,2-トリクロロエタン ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 0.006以下

トリクロロエチレン ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 0.03以下

ベンゼン ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

カドミウム及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

六価クロム化合物 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 0.05以下

シアン化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 検出されないこと

水銀及びその化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 0.0005以下

アルキル水銀化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 検出されないこと

セレン及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.001 0.01以下

鉛及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

砒素及びその化合物 ‹0.001 0.003 0.004 0.001 0.008 0.01以下

ふっ素及びその化合物 3.2 1.0 0.77 0.78 0.88 0.8以下

ほう素及びその化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 0.1 ‹0.1 1以下

シマジン ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 0.003以下

チウラム ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 0.006以下

チオベンカルブ ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

ポリ塩化ビフェニル ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 検出されないこと

有機りん化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 検出されないこと

土壌分析（含有量） 22.8採取、23.2.3検査結果

測定地点 No5 No6 No7 No12 No16 土染法基準

単位

カドミウム及びその化合物 ‹5 ‹5 ‹5 ‹5 ‹5 150以下

六価クロム化合物 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 250以下

シアン化合物 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 50以下

水銀及びその化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 15以下

セレン及びその化合物 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 150以下

鉛及びその化合物 230 100 62 110 89 150以下

砒素及びその化合物 3 3 4 2 6 150以下

ふっ素及びその化合物 1700 76 92 130 250 4000以下

ほう素及びその化合物 18 7 ‹5 25 13 4000以下

土壌分析（ダイオキシン類） 22.8採取、23.2.3検査結果

測定地点 No5 No6 No7 No12 No16 土壌環境基準

単位

ダイオキシン類 250 68 28 100 53 1000以下

mg/l

mg/kg

pg-TEQ/g-dry





資料１０　表層土（稼動前）調査結果

表層土分析（溶出量） 22.1.25採取、22.4.1検査成績書

測定地点 地点 １ 地点 ２ 地点 ３ 地点 ４ 地点 ５ 土染法基準

単位

四塩化炭素 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.002以下

1,2-ジクロロエタン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.004以下

1,1-ジクロロエチレン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.02以下

シス-1,2-ジクロロエチレン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.04以下

1,3-ジクロロプロペン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.002以下

ジクロロメタン 0.0007 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.02以下

テトラクロロエチレン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.01以下

1,1,1-トリクロロエタン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 1以下

1,1,2-トリクロロエタン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.006以下

トリクロロエチレン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.03以下

ベンゼン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.01以下

カドミウム及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

六価クロム化合物 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 0.05以下

シアン化合物 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 検出されないこと

水銀及びその化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 0.0005以下

アルキル水銀化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 検出されないこと

セレン及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

鉛及びその化合物 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 0.01以下

砒素及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.001 ‹0.001 0.01以下

ふっ素及びその化合物 0.5 0.7 0.2 0.3 0.2 0.8以下

ほう素及びその化合物 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 0.02 ‹0.02 1以下

シマジン ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 0.003以下

チウラム ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 0.006以下

チオベンカルブ ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 0.02以下

ポリ塩化ビフェニル ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 検出されないこと

有機りん化合物 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 検出されないこと

表層土分析（含有量） 22.1.25採取、22.4.1検査成績書

測定地点 地点 １ 地点 ２ 地点 ３ 地点 ４ 地点 ５ 土染法基準

単位

カドミウム及びその化合物 ‹1 ‹1 ‹1 ‹1 ‹1 150以下

六価クロム化合物 ‹1 ‹1 ‹1 ‹1 ‹1 250以下

シアン化合物 ‹1 ‹1 ‹1 ‹1 ‹1 50以下

水銀及びその化合物 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 15以下

セレン及びその化合物 ‹0.2 ‹0.2 ‹0.2 ‹0.2 ‹0.2 150以下

鉛及びその化合物 3 4 1 9 9 150以下

砒素及びその化合物 1.1 0.7 0.8 0.7 0.3 150以下

ふっ素及びその化合物 63 36 61 10 35 4000以下

ほう素及びその化合物 ‹1 ‹1 ‹1 1 ‹1 4000以下

表層土分析（ダイオキシン類） 22.2.16試料受領、22.3.2試験結果報告書

測定地点 地点 １ 地点 ２ 地点 ３ 地点 ４ 地点 ５ 土壌環境基準

単位

ダイオキシン類 0.24 3.0 0.0079 0.0074 5.4 1000以下

pg-TEQ/g-dry

mg/l

mg/kg





資料１２　表層土追加調査結果

表層土分析（溶出量） 23.1.14採取、23.2.3検査結果

測定地点 A B C D E 土染法基準

単位

四塩化炭素 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.002以下

1,2-ジクロロエタン ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 0.004以下

1,1-ジクロロエチレン ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

シス-1,2-ジクロロエチレン ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 0.04以下

1,3-ジクロロプロペン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.002以下

ジクロロメタン ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

テトラクロロエチレン ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

1,1,1-トリクロロエタン ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 1以下

1,1,2-トリクロロエタン ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 0.006以下

トリクロロエチレン ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 0.03以下

ベンゼン ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

カドミウム及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

六価クロム化合物 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 0.05以下

シアン化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 検出されないこと

水銀及びその化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 0.0005以下

アルキル水銀化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 検出されないこと

セレン及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

鉛及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

砒素及びその化合物 0.008 0.006 ‹0.001 0.006 0.003 0.01以下

ふっ素及びその化合物 0.72 0.60 1.1 0.71 0.47 0.8以下

ほう素及びその化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 1以下

シマジン ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 0.003以下

チウラム ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 0.006以下

チオベンカルブ ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

ポリ塩化ビフェニル ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 検出されないこと

有機りん化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 検出されないこと

表層土分析（含有量） 23.1.14採取、23.2.3検査結果

測定地点 A B C D E 土染法基準

単位

カドミウム及びその化合物 ‹5 ‹5 ‹5 ‹5 ‹5 150以下

六価クロム化合物 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 250以下

シアン化合物 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 50以下

水銀及びその化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 15以下

セレン及びその化合物 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 ‹2 150以下

鉛及びその化合物 94 38 36 31 40 150以下

砒素及びその化合物 4 3 ‹2 ‹2 ‹2 150以下

ふっ素及びその化合物 100 66 110 120 <50 4000以下

ほう素及びその化合物 7 ‹5 6 5 ‹5 4000以下

表層土分析（ダイオキシン類） 23.1.14採取、23.2.3検査結果

測定地点 A B C D E 土壌環境基準

単位

ダイオキシン類 70 20 0.0038 0.36 16 1000以下

mg/kg

mg/l

pg-TEQ/g-dry





資料１４　水質調査結果（場内排出水）
23.1.14採水（排出水６を除く）、23.2.3検査結果

雨水排水 23.1.18採水 （mg/L）

排出水１ 排出水２ 排出水３ 排出水４ 排出水５ 排出水６ 排水基準

1 カドミウム及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.1以下

2 シアン化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 1以下

3 有機りん化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 1以下

4 鉛及びその化合物 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 0.1以下

5 六価クロム化合物 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 0.5以下

6 砒素及びその化合物 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 0.1以下

7 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 0.005以下

8 アルキル水銀化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 検出されないこと

9 ポリ塩化ビフェニル ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 0.003以下

10 トリクロロエチレン ‹0.03 ‹0.03 ‹0.03 ‹0.03 ‹0.03 ‹0.03 0.3以下

11 テトラクロロエチレン ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 0.1以下

12 ジクロロメタン ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 0.2以下

13 四塩化炭素 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

14 1,2-ジクロロエタン ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 0.04以下

15 1,1-ジクロロエチレン ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 0.2以下

16 シス-1,2-ジクロロエチレン ‹0.04 ‹0.04 ‹0.04 ‹0.04 ‹0.04 ‹0.04 0.4以下

17 1,1,1-トリクロロエタン ‹0.3 ‹0.3 ‹0.3 ‹0.3 ‹0.3 ‹0.3 3以下

18 1,1,2-トリクロロエタン ‹0.006 ‹0.006 ‹0.006 ‹0.006 ‹0.006 ‹0.006 0.06以下

19 1,3-ジクロロプロペン ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

20 チウラム ‹0.006 ‹0.006 ‹0.006 ‹0.006 ‹0.006 ‹0.006 0.06以下

21 シマジン ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 0.03以下

22 チオベンカルブ ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 0.2以下

23 ベンゼン ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 ‹0.01 0.1以下

24 セレン及びその化合物 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 0.1以下

25 ほう素及びその化合物 <0.1 3.7 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 230以下

26 ふつ素及びその化合物 0.1 0.9 0.2 0.1 0.1 0.4 15以下

27 アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸性化合物及び硝酸性化合物 0.4 27 11 0.4 0.3 0.8 100以下

28 1,4-ジオキサン ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 -

（ｐｇ－ＴＥＱ／L）

29 ダイオキシン類 0.0097 0.023 0.013 0.019 0.54 0.020 10以下

有害物質



資料１５　水質調査結果（場外海水）
23.1.18採水、23.2.3検査結果

周辺海水 （mg/L）

海水１ 海水２ 海水３ 海水４ 海水５ 海水６ 環境基準

1 カドミウム及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

2 シアン化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 検出されないこと

3 有機りん化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 -

4 鉛及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

5 六価クロム化合物 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 ‹0.02 0.05以下

6 砒素及びその化合物 0.001 0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

7 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 0.0005以下

8 アルキル水銀化合物 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 検出されないこと

9 ポリ塩化ビフェニル ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 ‹0.0005 検出されないこと

10 トリクロロエチレン ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 ‹0.003 0.03以下

11 テトラクロロエチレン ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

12 ジクロロメタン ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

13 四塩化炭素 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.002以下

14 1,2-ジクロロエタン ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 ‹0.0004 0.004以下

15 1,1-ジクロロエチレン ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.1以下

16 シス-1,2-ジクロロエチレン ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 ‹0.004 0.04以下

17 1,1,1-トリクロロエタン ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 1以下

18 1,1,2-トリクロロエタン ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 0.006以下

19 1,3-ジクロロプロペン ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 ‹0.0002 0.002以下

20 チウラム ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 ‹0.0006 0.006以下

21 シマジン ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 ‹0.0003 0.003以下

22 チオベンカルブ ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 ‹0.002 0.02以下

23 ベンゼン ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

24 セレン及びその化合物 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 ‹0.001 0.01以下

25 ほう素及びその化合物 4.1 3.9 3.8 3.9 4.0 4.1 -

26 ふつ素及びその化合物 0.92 0.97 1.0 0.94 0.94 0.92 -

27 アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸性化合物及び硝酸性化合物 ‹0.1 ‹0.1 ‹0.1 0.1 0.1 ‹0.1 10以下

28 1,4-ジオキサン ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 ‹0.005 0.05以下

（ｐｇ－ＴＥＱ／L）

29 ダイオキシン類 0.018 0.016 0.026 0.025 0.016 0.018 1以下

有害物質



資料１６　網干地区埋立地の埋立状況

埋立前の状況 埋立後及び整備事業による造成

6.40（計画）

　 　　健康増進センターを中心として、

場内工事で発生した覆土残土で盛土施工

（エコパークあぼし工事）

4.90 平成11年度埋立完了時の高さ

覆土 ： 建設残土

3.53～4.11
スラグ：場内で３箇所（H11.2 搬入）約6,500ｔ

埋立物：浚渫土砂以外の搬入物

　　　　　　　　　（用材、残土を含む）

サンドイッチ状に埋立

 海面 0.00（DL）

埋立物：浚渫土砂主体

 海底 3～5ｍ
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資料１７　エコパークあぼし工事計画平面図
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１階床
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地中梁

地先境界ブロック150×150

インターロッキングブロック100×100×60
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管底ＧＬ－１１５０

水中ボンド

透水シート（吸出防止）

粘性土　ｔ＝100締固め

ＶＵφ150有孔管(緩い勾配で設置）

1
,
6
6
0

1
,
6
3
0

透水シート(吸出防止）

ガス排気塔　概ね15ｍピッチ ３号砕石（30～40㎜）

１号砕石（60～80㎜）

３号砕石（30～40㎜）

１号砕石（60～80㎜）

粘性土　締固め

水中ボンド

スラグ層

Ｓ＝1：25資料１８　土工事標準図(1)(網干健康増進センター周囲のガス排出溝)
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資料１９　土工事標準図(2)　　S=1:20
　

スラグ層

単粒度砕石3号（30～40㎜）

600

単粒度砕石3号（30～40㎜）

（ストックヤード周囲の通気溝）

（芝生広場の通気溝）

芝生改良土埋戻

1
1
0
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1
0
0
2
0
0

1
4
0
0

ポリエチレン製ネット（土砂吸出し防止材）

1
1
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1
0
0

1
2
0
0

有孔網状管・水道管等（既設）

汚水管・電気管等（既設）

単粒度砕石1号（60～80㎜）

単粒度砕石1号（60～80㎜）



                                  

資料２０ エコパークあぼしのモニタリング計画 

 

１．水質 

（１）雨水排水流出部の水質 

・場所：雨水排水会所（６箇所） 〔資料２１〕 

・項目：水質モニタリング項目  〔資料２２〕 

・頻度：初年度４回／年 

２年目以降は、初年度の結果を見て、実施時期、回数、項目を設定 

 

（２）周辺海域の水質 

・場所：雨水排水口直近の海（６箇所） 〔資料２１〕 

・項目：水質モニタリング項目  〔資料２２〕 

・頻度：初年度４回／年 

２年目以降は、初年度の結果を見て、実施時期、回数、項目を設定 

 

２．地下水位 

   ・場所：既設ボーリング孔（４箇所）〔資料２３〕 

   ・項目：水位、水温、ｐＨ、その他降水量（測定前１週間）、潮位 

   ・頻度：４回／年 

 

３．ガス 

・場所：既設ボーリング孔（２６箇所） 〔資料２４〕 

   ・方法：ガスメーターによる可燃性ガス、酸素、一酸化炭素、硫化水素

の測定 

   ・頻度：１回／２週間 

     ただし、ガス抜き対策工事完了後は１回／月 

 

※ ガス関係のモニタリングについては、網干健康増進センター事故に係る

調査・安全対策検討委員会報告書より 

 

４．地盤沈下 

   ・場所：エコパークあぼし敷地内（５箇所） 〔資料２５〕 

   ・方法：沈下板による測定   

   ・頻度：１回／年 

     ただし、付近で高濃度ガスを検出する箇所は４回／年 





資料２２　水質モニタリング項目

有害物質

1 カドミウム及びその化合物

2 シアン化合物

3 有機りん化合物

4 鉛及びその化合物

5 六価クロム化合物

6 砒素及びその化合物

7 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物

8 アルキル水銀化合物

9 ポリ塩化ビフェニル

10 トリクロロエチレン

11 テトラクロロエチレン

12 ジクロロメタン

13 四塩化炭素

14 1,2-ジクロロエタン

15 1,1-ジクロロエチレン

16 シス-1,2-ジクロロエチレン

17 1,1,1-トリクロロエタン

18 1,1,2-トリクロロエタン

19 1,3-ジクロロプロペン

20 チウラム

21 シマジン

22 チオベンカルブ

23 ベンゼン

24 セレン及びその化合物

25 ほう素及びその化合物

26 ふつ素及びその化合物

27 アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物

28 1,4-ジオキサン

29 ダイオキシン類

有害物質



 

                                  

資料２３ 地下水位モニタリング位置図 

 

   

 ★ 地下水位モニタリング箇所（４箇所） 
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資料２４　ガスモニタリング位置図
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資料２５ 地盤沈下モニタリング位置図 

 

   

 ★ 沈下板設置箇所（５箇所） 

 



























第１回エコパークあぼし土壌調査等評価委員会会議記録 

 

１ 日 時  平成 23 年 1 月 7 日（金）午後 1 時から午後 2 時 30 分まで 

２ 場 所  姫路市役所 北別館４０２会議室 

３ 出席者  松藤委員長、深江委員、高田委員 

石見市長（挨拶）、事務局：河原生活審議監ほか 

４ 次第 

(1) 市長あいさつ 

(2) 委員長指名と委員紹介 

(3) 議題 

   ① 既存土壌調査結果の評価と土壌の安全性確認 

  ② 事業用地の安全性確認 

   ③ モニタリングについての提言 

 

発言者 内       容 

委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会議記録の作成は、事務局においてお願いする。 

 また、事務局は会議記録を作成した後、各委員の確認を受け、記録内容や発言に誤りがあった

場合は、申し出に基づき修正を加えたうえで会議記録とするよう。 

 議題１点目の既存土壌調査結果の評価と土壌の安全性確認について、事務局から説明を願う。 

 

網干地区埋立地は兵庫県が公有水面埋立免許を取得し、第 4 工区は平成 12 年 8 月に竣功

認可を受けている。「水面埋立地の指定について」の通知の指定による効果は、廃棄物処理

法に準じた手続きを行う必要性が記載されているが、指定の基準は一般廃棄物又は管理型産

業廃棄物が全体の 1/3 以上、又はこの合計が 1/2 以上であるもので、環境省から指定される。

実績値は、一般廃棄物が 6.0%、管理型産業廃棄物が 6.9％、合計が 12.9%であり、指定の基

準未満であるため、廃棄物処理法に規定される最終処分場には該当していない。 

報告書の内容は、第 4 工区の 3 地点を重機で約 6ｍ掘り、上下２深度の試料で有害性判定

の分析を行っている。調査結果は、受入基準とした有害物質を下回った結果であるが、環境

基準を超えたものは、鉛の含有、ふっ素及びひ素の溶出の３試料５項目となっている。また、

報告書には、土壌の汚染に係る環境基準の運用について等が記載されている。本市は、埋立

物の内容を把握し、埋立地が遮水構造を有した上に 50cm 以上の覆土をしているため廃棄物

の飛散・流出はなく、環境保全上の問題はないと考えていた。これらを総合的に勘案して、

既存土壌調査結果の評価についてご審議いただくようお願いする。 

2 点目に土壌の安全性確認のため、追加の土壌調査を行う説明をする。先程の報告書で 3

地点、6 試料で分析を実施しているが、さらに 5 点試料についてはガス調査時に採取した土

壌試料を利用したい。No.5,6,7,12,16 を予定している。（No.5 の土質標本を確認）１地点で

３検体保管して土壌試料を等量混合し分析試料とし、土壌汚染防止法と同じ項目で分析する

ことについて、ご審議いただきたい、 



 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

埋立地の概要について、事務局より説明があった。公有水面埋立法に基づいた埋立地で、廃棄

物処理法外であることがお分かりいただけたと思う。入れ物は遮水構造になっている。何かご質問

等ございますか。 

 

資料 1-2,P3,表 2.2 有害物質の判断基準は、環境省告示13号の方法による溶出試験結果で判

定しているのか。 

 

 それに準じてやっていると思う。 

 

３箇所のデータは、表層から地下深くまでのデータの平均のデータか？ 

 

 ３箇所というのは、ボーリング時に採取した各地点のサンプルを保存しているが、１地点

で上中下と３箇所サンプリングしているので、その試料を混合して調べるということであ

る。平成１４年度の調査は、廃棄物の多そうな層を狙ってサンプリングしているようだ。 

 

資料によると、当時の試料の取り方はバケットで取っており、ランダムだと判断する。推計値と

実測値から判断すると公有水面埋立法に基づいて埋め立てられたのは間違いないかと思う。分析

結果についても、揖保川や船の往来する場所の浚渫土砂と考えれば、当時の廃液等鉛が入って

いてもおかしくない。フッ素・砒素等も海に面した所は自然由来が高いのでこんなものだと思う。 

 

 自然由来でも基準を超過しやすい元素が鉛・砒素・フッ素である。報告書で超えているのもこの

３つで、基準の何十倍というものではないので、対策レベルではないと考えられる。 

 

既存の３地点に加え、さらに安全性を判断するため５地点を調査するが、位置的にはどうか。 

 

この５点を選定した理由を聞きたい。 

 

 実施済の３点と重複しないように、エコパークあぼし敷地全体のバランスや健康増進セン

ター付近を視野に入れて選点した。 

 

芝生グラウンドとして整備されているため、利用者が土に触れる機会が多いところを調査して欲

しい。 

 

 ただ今説明申し上げた調査は、地下の埋立層に関する調査であり、表層土の調査は次に説

明させていただく。 

 

埋立は片押し方法で北側から順番に埋めていったのか。この５点を選定した箇所は、年代的に
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司会 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ばらけていると考えて良いのか。 

 

基本的には、進入口である北側から順次埋め立てているので、埋立物については北側が古

く南側が新しいと考えて良いと思われる。 

 

受入物はある年代のある範囲のところに集中して特定の受入物があるのではなく、全体的に資

料にあるパーセンテージで満遍なく入っていると考えて良いのか。 

 

調査・安全対策検討委員会でも議題にあがり、埋立物の調査を事務局で行った。浚渫土砂

は全域的に海面付近まで埋め立てされた他、下水道汚泥の分布が調査できた。それ以外のも

のは面的・層状に埋め立てられたということで、ピンポイント的な把握はしていない。 

 

５点の調査において、結果に大きな差が出た場合どう判断するかということで質問させてもらっ

た。年代的にも差があり、満遍なく埋まっているということであれば５点で十分である。 

 

それぞれの埋立の歴史上、代表的なものはあるのかということだと思う。そのあたりはど

うか。５点なので限界はあろうかと思う。 

 

調査・安全対策検討委員会で採取した２６箇所のボーリング試料を見ると、スポット的に例えば

有機汚泥が大量に入っているということはなかった。既に建屋が建っているところもあるので、これ

を踏まえてこの５点を行い、これを行えば縦横断面ができる。これで良いだろう。これで問題があ

れば、まだコアサンプルが残っているのでこれを調査する。この５点を追加し、８点で現状調査を

行うということで進めて行きたい。 

続いて、議題の２番目の事業用地の安全性確認について説明願う。 

  

エコパークあぼしの稼動前に安全宣言を行うため表層土の調査を行っており、その結果に

ついて説明する。採取をした地点は５箇所、調査項目は土壌汚染対策法に基づく溶出・含有

試験、ダイオキシン類の含有試験である。調査結果は良好であった。 

次に、表層土について追加調査を行う案を説明する。図面記載の位置で５箇所実施したい。 

調査項目は、実施済の調査項目と同様としたい。 

続いて、水の安全性について、場内から海に至る会所の水と排水先直近の海で調査を実施

したい。調査地点は、敷地内から海に排水がある６箇所の敷地内と外 12 箇所で行いたい。

調査項目は、排水基準の有害物質、ダイオキシン、１－４ジオキサンの計 29 項目である。 

続いて、今後行う掘削工事の安全性であるが、海底からスラグ層まで浚渫土砂や廃棄物等

が埋め立てられており、スラグ層から上は建設残土を利用した覆土がなされている。平成

18 年度以降は、場内工事で発生した覆土残土で健康増進センター盛土施工がなされている。 

今後、健康増進センターの再建やガス抜き工事に伴い掘削残土の搬出が必要となってくる

が、表土は土染法に基づく調査を行った上で市内の残土処分場へ搬出する。スラグを含む下
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事務局 

 

 

 

委員長 

 

土は民間の産廃処分場へ搬出する。この方針についてご審議いただきたい。 

 

事故の直前に表層土の調査をしており、そのデータがついているが、内容には問題が無い。新

たに５地点表層土の調査を追加するが、位置的なものについてはどうか。 

 

場所が近い箇所が２箇所あるが、どういう意図か。 

 

 遊具の側ということで１箇所。入り口付近で１箇所と考えた。 

 

 主に芝生広場、遊具の箇所及び今までやってなかった空地部分となる。 

 

空地部分は現在利用がないが、あえてやるということか。 

 

この空き地の利用方法は、臨時駐車場及び被災ごみ置場を想定しておりやっておきたい。 

 

人が接触する可能性のある部分の表層土調査が５箇所、事前に実施したものが５箇所となる。 

それでは、水の安全性調査についてはどうか。 

 

 水の安全性を確認するために水質測定をするとのことだが、海面の埋立地の場合、地下水の

水位に留意する必要がある。遮水構造のため水の逃げ場がない。護岸の遮水構造が破れた場

合、埋立地の水が外に漏れ出す危険性が出てくる。表面排水をしているので、雨水が保有水とし

て溜まりにくい構造になっていると思うが、水位についてどの程度把握しているか。 

 

 平成１７年度に事業用地の地質調査を実施したが、その際にボーリング孔水位の変動調査

をしているので提出する。この資料によれば、降雨の状況とボーリング孔水位は連動してい

ると思われるが、海水との連動性はない。 

 

資料によれば、保有水は海面より３ｍくらい高くなっているので、遮水構造は保たれている。委

員の指摘は、今後の遮水構造の状態のモニタリングの必要性についてであり、非常に重要なこと

だ。ぜひやってもらいたい。もう一つは、雨が降ってどんどん水位が上がってくると、管理型構造で

閉じ込めている埋立材が出てくる可能性がある。だから水位のモニタリングは重要だ。 

 

昨年、ガス発生調査のボーリング孔で水位調査も行っている。平成１７年調査時から、道

路舗装や測溝で雨水排水機能が整備されたため、雨水が地下に浸透しにくくなっている。資

料でも保有水位が幾分低くなっているのが見て取れる。 

 

水質調査については、事務局説明の内容と追加となった水位のモニタリングということで良い

か。 
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（異議なし） 

 

最後に、掘削土の処理について、事務局説明の内容で良いか。 

 

（異議なし） 

 

掘削量は推計してどれくらいになるのか。 

 

1,500 立方メートル程度になる。 

水位調査について、何箇所程度やれば良いか。 

 

護岸に近いボーリング孔で、箇所数は何箇所とは言えないが、東側の護岸と南側の護岸でやっ

たほうが良い。 

 

水位調査は次回報告に必要か。次年度以降のモニタリングの中での調査で良いか。 

 

今のところ、ガス発生調査でやったデータで確認したので、モニタリングの中で良い。 

最後の議題のモニタリングについて説明して下さい。 

 

先程も説明した、雨水会所６箇所と海側６箇所の調査を年１回程度、同様の項目でモニタ

リングを実施したい。先程ご指摘いただいたボーリング孔の水位調査もやっていく。 

ガス発生状況は、ガス測定器により２週間に１回、ガス抜き対策工事以後は１ヶ月に１回

調査していきたい。このモニタリングについては、網干健康増進センター事故に係る調査安

全対策検討委員会で提案いただいている。 

地盤沈下については、エコパークあぼしは埋立地ということで、５箇所の地点で地盤沈下

の状況を測定したいと考えている。頻度としては年１回を考えている。 

 

ガス関係については、調査・安全対策検討委員会でより詳細なモニタリングを提案しているが、

それに連動して水質関係もやっていくということだがいかがでしょうか。 

 

先程申し上げたが、保有水の水位について長期的に見た方が良い。また、変動を確認するため

同時に水温、PHのデータも取った方が良い。 

 

水質調査が年に１回とのことだが、時期的なものや降雨の影響などを考慮するのか。 

 

雨の少ない時期に調査をすると、会所の水が溜まり水のようになっているので、通常に比べて

かなり高い数値が出る可能性がある。逆に梅雨時に調査しても、正常な測定値を得られないと思
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事務局 

 

委員長 

 

 

 

うので、春や秋などの時期にするのが良い。 

調査項目について、当初はフルで行い、トリクロロ等の関係がないと思われるものは減らしてい

けば良いと思う。 

 

当初は、季節毎に行うとか回数を多く調査をし、季節毎の変動状況を確認して回数を絞るのが

良い。水位についてもゲリラ豪雨が来たときに、越流について確認し、場合によっては別途対策を

講じる必要があるかもしれない。 

地盤沈下について、近郊に地盤沈下の測定のバックグラウンドとなる箇所はあるのか。 

 

姫路市内の埋立地で沈下測定をしているようなモデル地点はあるか。あれば、それと見比べた

沈下傾向を想定することができる。 

 

港湾管理者に問い合わせをしてみる。 

 

それと似たような沈下をするのであれば問題ない。 

 

モニタリングを続けると沈下曲線が書ける。残沈の予測も立られる。 

 

ガス対策の沈下対策にもなる。 

 

これまでに埋立地全体の地盤沈下は測定されているのか。 

 

測定していない。測量データを比較すると、測量ポイントの荷重平均で平成 12 年からの

５ヵ年で９センチ程度沈下しているようである。 

 

モニタリングについては２つぐらい追加項目が出たが基本的にはこれで良い。水質調査につい

て、渇水期には溜り水は腐ったようになるので、いつやるかというのはよく検討した方が良い。 

 

水質については委員長が言われたように頻度を増やした方が良い。 

 

頻度についても検討した方が良い。 

 

当初は季節毎に実施し、その変動について確認したい。 

 

調査項目についても、２年程度やって出ていない検査項目を外していけば良いであろう。 

他になにかありますか。 

 

（意見なし） 



 

委員長 

 

司会 

 

事務局 

 

 

 

司会 

 

これで今日の議題は終わる。 

 

事務局から連絡事項等はあるか。 

 

 次回の日程について確認したい。速報値を２月４日には提出する仕様で調査を発注してい

る。結果が出た後ということで、２月８日午後１時でよいか。 

 

（委員了承） 

 

 それでは次回は２月８日ということで、閉会する。 

 

 



 

 

第２回エコパークあぼし土壌調査等評価委員会会議記録 

 

１ 日 時  平成 23 年 2 月 8 日（木）午後 1 時から午後 2 時 10 分まで 

２ 場 所  姫路市役所９階 ９０２会議室 

３ 出席者  松藤委員長、深江委員、高田委員 

事務局：河原生活審議監ほか 

４ 議題 

① 土壌調査の結果と安全性に関する評価について 

② 表層土調査の結果と安全性に関する評価について 

③ 水質調査の結果と安全性に関する評価について 

④ 次年度以降のモニタリングについて 

⑤ 報告書について 

 

発言者 内       容 

委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

会議記録の作成は、事務局においてお願いする。 

また、事務局は会議記録を作成した後、各委員の確認を受け、記録内容や発言に誤りがあった

場合は、申し出に基づき修正を加えたうえで会議記録とするよう。 

議題１点目の土壌調査の結果と安全性に関する評価について、事務局から説明を願う。 

 

資料１をご確認願う。今回の土壌調査の結果、鉛の含有量及びふっ素の溶出量が 3試料 4

項目で土壌の汚染に係る環境基準を超えていたが、ひ素の溶出量の超過はなく、前回の平成

15 年の報告書（鉛の含有量及びふっ素並びにひ素の溶出量が３試料５項目）に比べてもふ

っ素が１検体高い値であったものの他は低い値を示しており、大きな差は出ていなかった。

この結果について、ご審議及び評価をいただくようお願いする。 

 

 前回委員会で行うこととした土壌調査の結果が出たわけだが、これについて評価をしたい。委

員から意見はあるか。 

 

前回と似たり寄ったりという印象である。 

 

高いところは見受けられない。海に近いところはふっ素がよくでるので、これくらいの値なら問題

ではない。似たような産廃のからみで干潟の調査した場合でもよくでていた。 

 

桁が違う数値がでたなら問題となるが、実害はあるのかということもある。 

 

基準が６０～７０年住んで、毎日2ℓほど有害物質が含まれた水を飲んだ時に問題が出るというこ

とを考慮して決めてある。ずっと居続けるわけでもないので安全に問題があるとは思えない。 

 



 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

たくさんの項目があるが、有機化合物は元から入ってないだろうと。金属類は地下で固定されて

いるので、溶出してこない。ふっ素のようなものが少し溶出している。この種の埋立地ではしごく当

然の結果である。特に変わったところは見て取れない。 

 

同意見である。 

 

前回平成 15 年の調査結果を見ていただいたうえで、調査を行った。その結果同じような

結果が出た。これを受けて埋立物に問題あるかないかという評価をいただきたい。 

 

前回と同じ結果。決められた基準をクリアした物が埋め立てられている。 

特に問題ないと評価できる。 

続いて、議題の２番目の表層土調査の結果と安全性に関する評価について説明願う。 

  

 資料２をご確認願う。 

表層部の調査結果。A～E５箇所を調査。調査地点 C でふっ素検出された。溶出基準は地

下水利用による健康被害に関して設けられた基準だが、エコパークあぼしでは地下水利用は

ない。また、立ち入ることによる健康被害防止について、土壌の含有が最も高い D でも基

準を超えていない。その他の項目は基準以下。 

 

 続いて、表層土の調査結果の説明を受けた。ふっ素の基準0.8に対して1.1が検出された。この

結果について、委員から意見はあるか。 

 

極端に基準を超えているわけでないし、平均した数値が検出されている。人為的でなく、自然的

な要因と考える。問題ない。 

 

溶出基準は飲用を基準にしているので問題ない。海岸地域としては平均的な数値。特段の対

策を要する必要があるものではない。ここから土壌を他の場所に持っていくと問題が出る可能性

があるが、ここにある限りは、何かの措置が必要というレベルではない。他の項目もほとんど検出

されてない。 

 

似た様な案件で土壌を調べた時にふっ素が出た時もあるが、自然由来で問題ない結果となっ

た。特に人の出入りを見込む所でそういう値だったということで、問題ないという評価をしたい。 

次に３番目の議題の水質調査の結果と安全性に関する評価について説明を願う 

 

資料３をご確認願う。水質の調査箇所を示す。排出水６の地点は水の溜りがないため、止

む無く海の直近ではなく、２つ目のマンホールで採水したものである。 

資料３－１の雨水排水の調査結果については、すべて排水基準値以下である。 



 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

委員長 

資料３－２の周辺の海水の調査結果については、すべて環境基準以下である。 

 

この結果について、委員から意見はあるか。 

海水・排水全項目問題なかったということで、特に問題ないとしか言えないと思うが。 

 

排水基準値のところで、検出されないことという基準となっている時、基準以下で出てい

るように見える。表現としてどうか。 

 

丌検出という記載が正しい。 

発注する時に、JIS や環境基準によることという仕様にしているのが通例だが、それだと業者の

違いや年によって定量下限値が変わることがあるので、今後モニタリングするなら定量限界等ま

で仕様に記載して委託することを勧める。 

 

継続して調査してほしい。 

水質も問題なかったと評価する。 

次に４番目の議題の次年度以降のモニタリングについて説明を願う。 

 

 まず、前回ご指摘があった「埋立地沈下測定のモデル地点」の件について報告する。 

 資料４により、地盤沈下について、まず網干地区埋立地の地層断面、エコパークあぼしの

地層断面を説明する。ここの地層については、粘土層が概ね１０ｍ程度で存在している。ま

た、近隣の事例として網干地区埋立地内での調査実績を兵庫県企業庁、県港湾管理者、県下

水道管理者に問い合わせたが地盤調査の実績はなかった。付近の民間にも照会したが事例が

なく、播磨町沖、明石沖の埋立を施工した県企業庁に再度確認したが、事例がないというこ

とであったので、神戸沖まで足をのばして事例を調査した。ここの地層については、粘土層

が概ね 30ｍ程度存在している。 

エコパークあぼしの地盤沈下の状況についてであるが、沖積粘土層の圧密は現段階では終

了しており、今後、埋土についての調査を行っていきたいと考える。 

 また、埋土過重に伴う沈下に関する付近の事例であるが、まず、網干浜の一番西側に兵庫

県の下水道処理施設では、聞き取り調査によると、建物と取り合いの部分で場内８箇所を調

査したところ 6～12cm の沈下している調査結果であった。また非公表前提の民間施設では、

10～20cm 沈下しているという情報を聞いている。 

 

時間はどれくらいか。 

 

 県下水施設は、供用開始後 12 年程度である。 

 民間施設については、期間は分からない。現在は調査していないという。 

 

 かなり詳細な調査をしてもらって感謝する。今のところ問題はないと思うが、いかがか。 



 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

大阪湾では粘土層が非常に厚いので、ダラダラと沈む傾向があり、配管とかライフラインにズレ

が生じたりクラックができたりすることもある。ここで同様のことがあれば、ガス対策でも注意が必

要となったり、地下水位との関係で工作物が丌用意に上昇してきたりするといった懸念があった

が、ここは粘土層が大阪湾と比べて非常に薄いので、沈む量が元々少ないことがよく分かった。今

回の調査結果で、深く懸念する必要がないことが分かったので安心した。 

 

 沈下に関しては前回報告した内容であるが、平成 12年から平成 17年の 5ヵ年で約 9cm 沈

んでいる。これは、全体の加重平均の数値であるが。 

 

 先ほども６～１２ｃｍの沈下と説明があったが、年間で１ｃｍ弱になる。同様の数値で安定したと

いう評価を有明でもしているので、ここについても安定期に入ったと評価してもよいと考える。しか

し、あくまでも全体的な平均値であり、ここには廃棄物が入っているので、部分的な沈下は維持管

理していく必要がある。これについては、次に議論するモニタリングでも検討をしたい。 

 

続いて、今後のモニタリングについて説明する。資料５をご確認願う。 

 前回頂いたご意見により、一部内容を変更している。 

 水質関係は、当初は、季節変動など回数を増やして様子を見るとのご意見を頂いたので、

初年度は、春夏秋冬の年 4 回を実施し、その結果を見て、２年目以降は、実施時期、回数、

項目を設定したい。 

 保有水関係は、遮水構造の確認として護岸近くの保有水の水位の監視が有効であるとのご

意見を頂いたので、資料４－３の既設ボーリング孔のうち、海に面した東側と南側の星印の

付いた４箇所で保有水の水位、温度、ph について年１回のモニタリングを行う。 

 ガス及び地盤沈下関係については、前回で説明したとおりに、ガスについては、既設ボー

リング孔２６箇所、地盤沈下については、エコパークあぼし敷地内５箇所でモニタリングを

実施したい。 

  

地盤沈下の調査と次年度以降のモニタリングについて説明を受けた。これについて、委員から

意見はあるか。 

  

水質の検査項目について、２年目以降は、初年度の結果を見て、項目を設定したいということで

あるが、今日のデータを見ると有機塩素系の溶剤などは、今後増えるとも思えないので割愛する

など項目を精査してもらったらと思う。 

 

 前回の委員会で１年目は四季の変動を見てということであったので、当初はフルで計画し

た。 

 

 今回６地点の結果を見てもまず問題ないと考える。 



 

 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 項目10のトリクロロエチレンから項目22のチオベンカルブまで、有機塩素系化合物と農薬類が

検出される可能性はほとんど考えられない。項目を精査し、別の調査に経費を充ててもよいと考

える。 

 

地盤沈下の調査については、年１回ということであるが、ガス調査のときに月１回実施していた

が、ガスが抜けているところは、分解も大きいので沈下があれば要注意ということで、別個に但し

書きで附記していただきたい。漫然とガスを測定に行って気付かず帰ってくるのではなく、目印な

どをしておき、それがずれるようであれば、報告してほしい。ガスモニタリングのところにガスコンの

ズレが無いか報告して欲しいということも書いて欲しい。 

 

確認であるが、資料５の３．ガスの既設ボーリング孔２６箇所の中には２．保有水の既設ボーリン

グ孔４箇所は含まれているのか？ 

 

 含まれている。26 箇所のうち護岸に近い部分について観測していきたい。 

 

雨量等により水位の季節変動を見るということであれば、降雨量にどれだけ連動しているかとい

うことも確認できるので、頻度は年１回より四季毎に見てもらったほうがよい。 

年１回では同じ季節だけになってしまう。 

 

 モニタリングを年４回するとして、干満表や直前１週間の降雨量などを連動して調査すれ

ばよいか？ 

 

水位に異常があるかどうか見るには測定前１週間程度の降水量、その時期の姫路港の平均潮

位と比較して判断することになると考える。遮水工に問題があるようであれば連動するが、時間遅

れが生じる場合もあるので、一概には申し上げ難いところがある。 

 

われわれがよくモニタリングするときは、潮見表を保管しておく。それを参考にすればよいと思

う。 

 

 他に意見はないか。測定項目について塩素系は省いてもよいのではないかという意見があった

がその点について、異議はないか。ないようであれば保有水について年４回してもらうということと

沈下板の測定回数を追加していただく、データとしては降水量や潮位表を保管しておいてもらうこ

ととする。もちろんガス対策のモニタリングに連動させることも確認事項とする。一部修正は入った

が、それを踏まえ次年度以降のモニタリング案をまとめていただきたい。 

 

次に５番目の議題の報告書についてですが、資料６により説明する。 

本日の意見を踏まえ目次に掲げてある内容をコンパクトにまとめあげたい。データ等について



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

司会 

 

事務局 

 

司会 

は資料編という形で別冊にまとめ、２部構成としたい。 

主な説明：「２ エコパークあぼし埋立土壌の状況」では、これまで集めた資料の評価、「３ エコ

パークあぼしの事業用地の安全性確認」では、今回追加した５箇所、前回までに提出された土壌・

水質など既存調査の評価、今後行う土工事への対応、「４ エコパークあぼしのモニタリング」で

は、先程議論した水質、地下水位等のモニタリング、「５ エコパークあぼし土壌等の評価と今後」

では評価結果と今後の対応を報告し、別冊で「６ 資料」を作成する。 

以上のような構成でまとめたいが、意見はあるか？ 

 

「５ 土壌等の評価と今後」の今後にはどういうニュアンスが含まれているのか？ 

 

 今後設置される評価委員会のようなものと連動させるということと過去の資料をきっちり集約し

すぐに確認できるようにしておく体制ということを書きたいと考えている。過去の経験を踏まえ、責

任ある資料の保管とその体制というような管理面について記載したい。PFI という管理になってい

るので、直営とは若干異なる管理が必要なのでその辺りを明示したい。自治体によっては、こうい

う資料は保存年限がくると廃棄してしまうことが多いがそうならないようにお願いしたい。 

今後、資料の管理とモニタリングをしていくことになるが、それらを定期的に評価するための体

制についての案はあるのか？ 

 

 最初委員長に就任のお願いをしたとき、20 年間継続的にという話も申し上げたが、今回

は方向性を決めて終わるということになった。委員にも、来年度以降のモニタリングもみな

さんにお願いしたいという話も市からさせてもらっている。23 年度以降は、モニタリング

等の結果について年１回程度評価していただく体制を考えている。 

 

 施設に施している安全対策が機能しているかという検証も必要であるし、３年後、５年後にもそ

れが継続しているかの検証も必要である。 

 

目次の「３－４ 今後行う土工事への対応」も提言するということか。 

 

そうだ。議題５については資料６をベースにまとめさせていただく。内容は事務局と整理したうえ

でドラフトの段階で校正をみなさんにお願いする。 

これで今日の議題は終わる。 

 

事務局から連絡事項等はあるか。 

 

 特にない。 

 

 今後報告書作成に係る調整に手をおかけするが、よろしくお願いして、本日の会議はこれ

で閉会する。 



                         平成２２年１２月２７日 

 

                      姫路市長   石  見  利  勝 

 

エコパークあぼし土壌調査等評価委員会要綱を次のように定める。 

 

エコパークあぼし土壌調査等評価委員会要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、エコパークあぼしの土壌の状況等について調査し、及び検討し、

その安全性を確認し、及び評価するためのエコパークあぼし土壌調査等評価委員会

（以下「委員会」という 。） について必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について調査し、検討し、及び評価するものとす

る。 

⑴ 土壌の安全性に関する事項 

⑵ モニタリング方法（項目、頻度等）に関する事項 

（委員会の組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者の中から市長が指名する４人以内の委員で組織する。 

⑴ 廃棄物（土壌）分野に関し学識経験を有する者 

⑵ 化学分野に関し学識経験を有する者 

⑶ 水質分野に関し学識経験を有する者 

（委員会の運営） 

第４条 委員会に委員長を置く。 

２ 委員長は、市長が指名する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を統括する。 

４ 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が指名す

る者がその職務を代理する。 



（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

（報告） 

第６条 委員長は、第２条各号の所掌事務の結果について、市長に報告するものとす

る。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、市民生活局美化部エコパークあぼしにおいて処理する。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、委員長

が委員会に諮り定める。 

附  則 

１ この要綱は、平成２２年１２月２７日から施行する。 

２ 第５条の規定にかかわらず、最初に開催される委員会の会議は、市長が招集する。 

３ この要綱は、第６条の報告をしたときに、その効力を失う。 
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